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第5回
食品用器具及び容器包装の規制に関する検討会

事業者団体等からのヒアリング

・可塑剤工業会より

技術部長 柳瀬広美
アジペート部会長 森野和貴

（田岡化学工業株式会社 研究所 業務部）

資料３



■名称 可塑剤工業会
（英文名 Japan Plasticizer Industry Association 略称JPIA）

■設立 昭和32年（1957年）6月1日

■所在地
〒107-0051東京都港区元赤坂一丁目5番26号（東部B1F）
Tel 03(3404)4603 FAX 03(3404)4604

■URL http://www.kasozai.gr.jp/

■目的 本会は可塑剤工業の健全なる発展と会員及び賛助会員相互の
親睦を図ることを以て目的とする。

■事業内容 本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

(1) 可塑剤工業に関する環境、安全に係わる諸問題の調査・研究並びに対
策及びその推進

(2) 可塑剤に関する正しい理解を普及するための広報宣伝活動

(3) 可塑剤工業に関する生産、技術、流通等に係わる調査・研究

(4) 可塑剤に関する内外関係機関との交流及び協力

(5) その他本会の目的を達成するための必要な事業

可塑剤工業会 概要
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・ シージーエスター株式会社

・ 大八化学工業株式会社

・ ＤＩC株式会社
・ 株式会社ジェイ・プラス

・ 黒金化成株式会社

・ 新日本理化株式会社

・ 昭和エーテル株式会社

・ 田岡化学工業株式会社

( ABC 順) 

JPIAの会員会社 2017
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JPIA Secretariat

Director：山﨑英夫
Technical MG：柳瀬広美

JPIA の組織 2017 

The environmental & safety of 
Phthalates
Coordinator : 河合修司

The whole field of technical  
issues 
Coordinator : 梅田栄祐

The environmental & safety of 
Adipates
Coordinator : 森野和貴

The P.R. force
Coordinator : 丸野秀人

委員長
西山浩二

技術部会

フタレート部会

広報部会

毒性
Working Group

環境
Working Group

Research
Working Group

アジペート部会

理事会

環境委員会

工業会会長
山口慎吾

主査 : 細川茂生

主査 : 山中正彦

主査 : 梅田栄祐
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可塑剤はエステル化合物

フタル酸、アジピン酸、トリメ
リット酸、カルボン酸、リン酸、
クエン酸、セバシン酸、アゼ
ライン酸、マレイン酸、安息
香酸等

（メタノール、エタノール、ブ
タノール・・・、 2-エチルヘキ
サノール、イソノニルアル
コール、・・・等）

各 種
酸

各 種
アルコール

各 種
エステル 4



● フタル酸エステル (Phthalate)
・性能バランスが良い汎用の可塑剤で、広範囲の軟質ポリ塩化ビニル製品及びゴム製品に使用される。

● アジピン酸エステル (Adipate)
・低温柔軟性と耐熱性を持たせる可塑剤で、食品用ラップフィルム等に使用される。

● トリメリット酸エステル (Trimellitate)
・耐熱・耐候性に優れた低揮発性の可塑剤で、耐熱電線被覆や自動車用合成皮革等に使用される。

● ポリエステル (Polyester)
・カルボン酸とグリコールから成る低分子ポリエステル。低揮発性・耐油性の可塑剤で、機器内配線用電線

被覆やガスケット等に使用される。原料の種類及び重合度により性能が異なり、品種は多岐にわたる。

● リン酸エステル (Phosphate)
・難燃性を持たせる可塑剤で、ゴム製品にも使用される。

● クエン酸エステル (Citrate)
・低毒性が特徴の可塑剤。ポリ塩化ビニリデンの食品用ラップフィルムに使用される。
軟質ポリ塩化ビニル玩具へも使用が拡大している。

● エポキシ化植物油 (Epoxidized oil)
・耐熱性を持たせる可塑剤として、食品用ラップフィルム等に使用される。樹脂の熱安定剤としても優れている。

● セバシン酸エステル (Sebacate)
・アジピン酸エステルより低温柔軟性、耐熱性優れている。食品用ラップフィルムゴム製品にも使用される。

● アゼライン酸エステル
● 安息香酸エステル https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%AF%E5%A1%91%E5%89%A4 5
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フタル酸エステル系可塑剤生産量推移
※1991年までは通産省「化学工業統計年報」より

（「D OP (DEHP)」と「その他フタル酸系」の2区分）
1992年以降は「可塑剤工業会資料」より
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04 2009 IPC(International Phthalates Conference )(Germany)
10 2009 (廈門（Xiamen, China）)

02 2010 (上海（Shanghai, China）)
03 2010 KOVEC (Korea)
09 2010 ECPI (EU) 
11 2010 ECPI (EU) 
2010 11 APVN 2010 (Bangkok)

02 2011 KOVEC, Plasticizers Industry (Korea)
02 2011 (上海（Shanghai, China）)
05 2011 APCI 2011 (Fukuoka, Japan)
06 2011 ECPI (EU)
08 2011 (鄭州（Zhengzhou, China）)
09 2011 AVC (Bangkok)
09 2011 ECPI-JPIA Meeting (TOKYO)
10 2011 ECPI (EU)
11 2011 (西安（ Xi'an, China）)
12 2011 ECPI (EU)

01 2012 JBCE, ECPI(EU)
02 2012 JBCE(EU)
04 2012 (抗州（ Hangzhou, China）)
06 2012 (US, EU)
09 2012 JBCE (EU)
09 2012 ECPI-JPIA M (TOKYO)
10 2012 APVN 2012 (India)

JPIA International Communication

04 2014 AVC (Philippines)
06 2014 ECPI, JBCE (EU)
08 2014 AVC (Bangkok)
11 2014 ECPI, JBCE (EU)

01 2013 JBCE, ECPI (EU)
02 2013 JBCE (EU)
05 2013 IPC (Waterloo)
06 2013 US
11 2013 JBCE, ECPI (EU)
11 2013 AVC (KL) 

06 2015 JBCE (EU)
10 2015 APVN (TOKYO)
11 2015 ECPI (EU)

04 2016 GPDF（上海（ Shanghai））
07 2016 JBCE (Brussels), ZAC(Warsaw)
11 2016 CPIA (上海（Shanghai）)
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PVCの国内市場2012
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Flooring（23.6）

Wall paper（15.0）

Film, sheet（14.7）

Wire covering
（11.4）

Compound general
（9.3）

Compound Wire cable
（6.2）

Agri. vinyl
（4.9）

Hose, Gasket 
(3.5)

Paint, et.al. (2.4)

Leather 
(1.5)

Foot wear 
(1.4)

Sol (0.5)
Others 

(3.0)

DEHP(DOP) の用途別使用割合2015
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申請から確認証明書発行までの期間：約１２ヶ月
費用：塩食協（数万円）

毒性試験（約2000万円（事例では溶出量が50ppb以上））

【営業マンの呟き】
・登録、特に安全性試験にはそれ相応の費用を要する。
・諸外国のPLへのリンクが張ってあれば・・・。（便利）
（諸外国の登録状況を問われることが多々あり困っている。）
・PLにはCASが併記されているので各国のPLを調べる際に便
利である。
・各協議会の会員のみがPLを確認（利用）できる。
（守られてる感あり。）
・化学物質がPL登録されることで材料選定され易い環境にある。
・アジア圏では、化学物質が日本のPLに掲載されていることで
材料選定上、JAPANが優位になる場合がある。

現行塩ビ食品協議会の自主基準の効用等
（最近の事例（新規フタル酸エステル）の場合）
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田岡化学のご紹介
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田岡化学のご紹介
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田岡化学のご紹介
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1949 三建化工(2000に田岡化学と合併)にて
DOP(ｼﾞｵｸﾁﾙﾌﾀﾚｰﾄ)の国産化検討を開始

※良質なオクタノールが入手出来ず
オクタノールの自製に取り組むも難航

・新日本窒素肥料㈱(現JNC)がオクタノールの
国産化に成功し、その供給を受けて、
わが国初のDOPを上市

1957 製品グレードの多様化ニーズに応えて、
DOA、DOS、DOM、DBM等を次々を上市

田岡化学可塑剤の歴史
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精密化学品部門
・医・農薬中間体
・電子材料 （液晶ﾎﾟﾘﾏｰ、ﾚｼﾞｽﾄ用材料）

・記録材料（写真薬中間体）
・樹脂原料

・合成染料（ﾃｷｽﾀｲﾙ染料・油溶性染料）
機能材部門
・ゴム薬品
・接着剤（瞬間接着剤・ｴﾎﾟｷｼ系接着剤）
機能樹脂部門
・紙用加工樹脂
・ワニス（ｴﾅﾒﾙ線用）
化成品部門
・可塑剤（食品包装用ﾌｨﾙﾑ、ｺﾞﾑ用、潤滑油用）

主な事業内容
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http://www.taoka-chem.co.jp/ 17



容器包装材料向け可塑剤

・アジピン酸系 ：DINA等

・クエン酸系 ：ATBC等

・セバシン酸系 ：DBS等
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弊社容器包装材料用可塑剤
登録状況

・塩ビ用…塩ビ食品衛生協議会PLリスト

・塩化ﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝ用…塩化ビニリデン

衛生協議会PLリスト

・その他(オレフィン等)
…ポリオレフィン等衛協PLリスト
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塩ビ食品衛生協議会自主基準

塩ビ食品衛生協議会の自主基準は、工業
先進国の国々の認可を尊重して設定

・米国、ドイツ、フランス、イタリア、
英国、オランダ及びEUで認可された物質

・日本及び上記の国々で認可された食品
添加物

・塩ビ食品衛生協議会で評価され認可さ
れた化学物質
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新規物質の評価方法

・評価される化学物質の移行は通常GC又は HPLCを使用
して評価される

・ 移行量はQ/dm2で表示される．ここでQは移行量

・ 最悪ケースの移行条件が選択される

・擬似溶媒への移行量<50ppb: 最大3つの変異原性試験 (細
菌を用いる復帰突然変異試験, ほ乳類培養細胞を用いる染
色体異常試験及び小核試験)
擬似溶媒への移行量≥50ppb: 上記3つの試験及び

げっ歯類を用いた90日間亜慢性毒性試験
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新規物質の評価方法

2322



リストへの登録 (塩ビ食品衛
生協議会による評価）
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確認証明書

塩ビ食品衛生協議会の確認証明書に法的強制
力はない.
しかし長年、日本及びアジアの国々でPVC製
品の信頼性と開発に貢献
(1) 製品申請の要件

- ポジティブリストの化学物質による配合表
- 材質及び移行試験データ
- サンプル

(2) 原材料申請の要件
-ポジティブリストの化学物質による配合表
- サンプル

OKなら, 確認証明書は2週間で利用可能となる
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確認証明書２

事業者にとってのメリット

→配合成分は、企業秘密であり

この部分を開示することなく、

適合証明を提供できる意義は大きい
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品質管理

・製造ロット毎に工程管理
・製品は、出荷ロット毎に規格分析実施
・容器包装材料用可塑剤以外の
化学品との設備・ライン・輸送
ローリの共用はなく、混合はない
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品質管理２

・ISO基準で管理
・さらに顧客要望の規格や
仕様書を締結

・顧客査察

混入防止対策
・充填前にフィルターでろ過
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確認証明書

・衛生協議会PL収載物質のみしか

含有していない証明

SDS

・PL登録の基準となった安全性

データは全て記載

・更に、独自調査した安全性データ

も記載し、情報伝達を行っている

情報伝達
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要望(添加量規制)
添加量での管理が望ましい
→製造開始時点で規制値を下回ることが
確証出来、製造上・品質上管理し易い

→溶出量管理は、労力と時間が掛かる
製品設計にも時間的な影響が出る懸念

歴史的背景
・当時唯一存在したFDAの考え方(添加量規制)
を塩ビ食品衛生協議会が自主規制に採用

・その4半世紀後にEUが溶出量規制の考え方を
示す

・日本で、添加量規制での約50年の運用実績
※ワーストケースを想定し、制限値を設定30



ありがとうございました。

http://www.kasozai.gr.jp/

「ものをこわがらな過ぎたり、こわがり過ぎたりする
のはやさしいが、正当にこわがることはなかなかむ
つかしいことだと思われた。」 寺田寅彦


